
児童健全育成賞（數納賞）奨励賞

幼少期から社会的養護下で育った事例を通して考える
−対応に苦慮したＢさんとの 20年間の歩み−
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Ⅰ．はじめに
　筆者は、1979 年４月から児童養護施設で児
童指導員として 31 年間働いた。筆者が働いた
児童養護施設は、当時 12 名までの小舎制で、
創立当時からいた職員は、「お母さん」と子ど
もたちから呼ばれていた。先輩方の話によると、
幼い頃から一緒に生活をしている子どもたちの
中には職員を本当の親だと思っていて、物心つ
いた時に本当の親ではないと分かると、「お母
さんは嘘ついた」と地団駄を踏んで大泣きする
子もいたという。
　私が在職中にも、2 歳で乳児院から児童養護
施設に入所して来た子どもが数人いた。ほんの
数年しか担当しなかったその中の一人 A さん
が、「先生は第二のお母さん」という言葉を私
にくれた。嬉しいというよりも「何故彼はそう
思ったのだろう？」という疑問がわいた。実
は私は病気をして 7 年間施設を離れていた時
期があり、その退職時 A さんは幼稚園の年長
だった。この「第二のお母さん」という言葉を
A さんからもらったのは、７年後同じ施設に再
就職をした時だったからだ。7 年も離れていた
のに、こんな言葉をかけてくれたことに疑問を
もったのが、筆者が愛着について考えるように
なった始まりである。つまり、幼少期に出会う
大人は、それがたとえ施設の場であっても、子
どもたちにとっては特別な存在であり愛着の対
象者になるのではないかと思うようになった。
　そして、再就職をした後に出会ったのが今回

報告する B さんだった。多動で一日中じっと
しておらず、それまで乳児院から受け入れた他
児とは行動や表情が全く違った。そして一番気
になったのは、視線が合わないということだっ
た。この B さんとの出会いから、筆者は「愛
着形成」について深く考えるようになった。ヘ
ネシー・澄子（2004 年）は、愛着形成が結べ
ないのは、母と子のつながりの問題としている1）。　
　B さんは、出生後に乳児院に措置となり児童
養護施設を経て、思春期に家族の元に帰るも再
び保護を求めてファミリ―ホームを利用、21
歳の現在も筆者とつながりを頼りに社会での居
場所を模索している。2 歳の B さんは多動で衝
動的だった。幼少期での出会いだったので、職
員を愛着の対象者だと思っているであろうとい
うことを念頭に置き関わってきた。ここでは対
応に苦慮した B さんとの 20 年間の歩みを振り
返る。

Ⅱ．方法
（１）研究方法　実践報告
（２）関りの期間
（３）介入方法

Ⅲ．倫理的配慮
　今回、本事例を研究・考察するにあたり、事
前の対象者に調査の目的、内容、公表の可能性
について説明した。また、児童養護施設シオン
園及び児童家庭支援センターの施設長の許諾を
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る。筆者はセンターの仕事としても「人との関
係を結ぶのにまだまだ苦手な B さんと社会を
つなげる役目」を担っており、このことが、長
年施設で生活をしてきた B さんにとっての「社
会で自立した生活をするための支援」だと考え
ている。

Ⅶ．考察
　2016 年の児童福祉法改正では、「実親によ
る養育が困難であれば、特別養子縁組による永
続的解決（パーマネンシ―の保障）や里親によ
る養育を推進すること」が明確に示され、社会
的養護の中で里親優先を明言している。このこ
とはパーマネンシ―の保障とともに、人間の人
生を左右するともいわれる特定の人との愛着形
成の重要性からだと考える。岡田尊氏は（2016
年）は、愛着とは、母親との関係によって、そ
の基礎が作られる絆だが、それは他の人との関
係に適用され、修正されていく。愛着は対人関
係の土台となるだけではなく、安心感の土台と
なって人を守っている 2）と述べている。国が
里親優先を明言したのは、まさしくこの部分だ
と考える。施設では職員の交替もある。長く一
人の子どもに関われない可能性が大きい。せっ
かく子どもたちが愛着対象者として職員に関わ
りを求めてきても、離れることで再び喪失感を
味わうからだ。
　しかし、2 歳から B さんと長く関わってきた
筆者は、多動で衝動的な B さんを児童養護施
設だからこそ 16 歳まで受け入れることができ
たと考えている。たとえば、定期的に通院して
いた病院の主治医の存在、児童相談所、学校の
先生、施設の中の多種職の連携、施設を取り巻
くボランティア、そして、ホームの担当職員や
子どもたちの存在は、人とつながりにくかった
B さんに対して、少なからず精神的な安定感を
与えてくれていたのではなかろうか。施設では
たくさんの人間が B さんを取り巻いてくれて
いた。寂しくなると B さんは誰かの側に行っ
ていた。Ｂさんは、その時々で話を聴いてくれ
そうな人のところに行っていたと話している。

関わるには忍耐力が必要だったＢさんだった
ので、少数より多くの人間が関わることが必要
だった。愛着形成は人間関係の土台だと岡田は
言っている。「B さんは誰かとつながりたいと
思っている」と考え筆者は対応してきが、しば
しば気持ちが折れそうになった。それを支えて
くれたのが回りの職員や子どもたちだった。ま
さしくチーム支援で支えてもらったと考えてい
る。
　現在、社会的養護の中で育った人たちへの支
援が充実してきている。「当事者同士の支援」や、
施設を退所後の支援をしてくれる NPO 法人な
どの設立も活発になってきている。これらの機
関に対して施設にいる時から、つまりリービン
グケアとして巣立つ前の利用が進められ、その
後のアフターケアへとつながってきている。社
会的養護の中で育つ子どもたちは、まず一番身
近な保護者との関係でつまずき、そのために対
人関係がうまく結べないという生きづらさを
もっている。このような取り組みが施設にいる
間にできれば、安心して失敗もできやり直しも
できる。生活の場である施設にいる間の失敗や
やり直しは、子どもたちの生きづらさを軽減し
てくれ、その後の社会での自立につながりやす
いと筆者は考えている。
　筆者は 20 年間Ｂさんと関わってきたが、B
さんは今でも人間関係を結ぶのが苦手だ。仕事
も最初は順調だが人間関係で徐々につまずくこ
とが多い。それでも最近は自分のことを振り返
り、言葉で気持ちや思いを話してくれるように
なって来た。仕事先の方にも「言葉で気持ちを
伝えている」と教えてくれた。以前はイライラ
することも多く、落ち着くまで待つことも度々
あったが、今は心情的なやり取りが言葉ででき
るようになって来て、少しずつだが B さんの
成長がうかがえる。最近は、筆者との関係も少
しは深まってきたようだ。また、話したいこと
があると実母や実父にも連絡を取っている。
　施設で育った人たちの中には、B さんと同じ
ような状況にいる人が多いかもしれない。その
ためにも、自ら人と関わるのが苦手な人たちに、




